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日本女性のイメージ

ーマダム・バタフライ現象一

楠根重和

第一章マダム・バタフライ現象

女性というイメージは男性がこしらえ，そのイメージに合わせようとして女性がつくら

れる，とボーボアール(Beauvoir,Simonde)は言う。女性解放の波が高まってはいるが，

全体として見ると，まだボーボアールの言葉はその有効性を失ってはいない。女性は男の

期待するイメージに痛々しいまでに自己を順応させている｡女性は男性の期待を内面化し，

それを自己の理想像にしてしまっている。

自分たちにとって都合の良いイメージを，女性に対してつくりだしたいという男たちの

衝動は，決して自国の女性だけに向かわない。他国の女性についても手前勝手なイメージ

をこしらえる。その場合，そのイメージは具体的な証例の積み重ねの結果生まれてくると

いうよりも，男の幻想の産物であることの方が多い。それを男の悲しい性と笑って済ます

には，その病理は余りにも深すぎる。

どの国にも，近隣の国の女性についてある種のイメージ，固定観念力罫存在するであろう。

このような異国の女性についてのイメージの中で，特筆すべき現象がある。それは日本女

性にまつわるイメージである。それも近隣諸国の日本女性に関するものではなく，遠く離

れた欧米のそれである。

筆者はかつてドイツのジャーナリズムにおける日本のイメージを分析したことがある。

八十年以上も遡って体系的にドイツの新聞雑誌を読んでいて，意外と思ったことがある｡'）

それは，ドイツのジャーナリズムが息長〈，執鋤に日本女性について書いていることであ

る。このことは日本の新聞や雑誌，旅行記や研究書が，ドイツ女性やヨーロッパ女性をこ

れほどまでの情熱を持って取り扱ってはいないので,なおさら奇妙な現象のように思える。

先の調査では現在から遡って,1908年までの新聞雑誌を扱った。ひょっとするとそれは，

ジャーナリストのセンセーショナリズムと深く結びついているとお叱りを受けるかも知れ

ない。しかしマスメデイアを離れて，江戸時代の宣教師の報告書，明治時代の外交官や学

者や旅行者の記述したもの，また俗に日本人論と呼ばれる，現在，書店でところ狭しと並





日本女性のイメージーマダム・バタフライ現象一

第二章日本女性のイメージの歴史

中世から江戸末期まで
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日本を世界に紹介したのは耶蘇会士であったが，また日本の神話化に寄与したのも耶蘇

会士であった｡旧教と新教の分裂によってヨーロッパで失った勢力の失地回復を図るべ〈，

全世界に布教活動に乗り出した耶蘇会士たちは，異国の地を理想化する必要があった。自

分たちが布教に乗り出したその地が,どれほど布教に値するかを本国に示す必要があった。

ちなみに，ザビエル(Xavier,Franciscode)は，書簡の中で日本人を「今までに発見された

国民の中で最高であり，日本人より優れている人びとは，異教徒の間では見つけられない

でしょう｣2)と書いている。

実はこのような考え方それ自体が，長い日欧の歴史において「異端的」な考え方である。

当時はアジアとヨーロッパの差は余り大きくなかったことも起因している。経済力，軍事

力において日本とヨーロッパの間に，多少なりとも差があったとしても，ヨーロッパとの

距離を考慮にいれてみると，ほぼ対等であったと考えられる。

日本の神話化のもう一つ別の理由としては，島原の乱が考えられる。島原の乱で多くの

キリスト教徒力r殉死を遂げたことが，とりわけカトリックの世界で日本を理想化するのに

手を貸したのである。ドイツ人が実際に日本に足を踏み入れる前に，ドイツではもうすで

に日本に関する書物が70種類も出版されていたことからも，この神話化の度合いを窺うこ

とができる｡3）

このような神話化が，その当時は男女差別の点で，ヨーロッパとは余りかけ離れていな

かったはずの日本の女性のイメージに陰を投げかけるのである。

1547年

ザビエルの命令により日本に関する情報を集めていたアルヴァレス(Alvares,Jorge)は

次のように書いている。

「もしも女性が怠け者であったり性格が悪い場合には，子供が産まれる前なら，夫は妻を

親元に送り返す。もし，もうすでに子供がいる場合は，何か過ちを犯したら，夫は妻を殺

すことができ，しかも，一切おとがめなしである。そこで妻は夫の名誉にとても注意を配

り，非常に優れた主婦となる｣4)。

これはもちろん日本に対する非難ではなくてむしろ驚嘆であると読まなければならない

箇所である。

1552年

また先に引用したザビエノレの書簡集を読み日本人の優秀性を確信したポステル(Postel,

Gullaume)は，当時のヨーロッパの堕落の警鐘として日本を引き合いに出す必要性を感じ
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ていた･5）

1585年

上の例からも分かるように，日本を理想化するあまり，何でも日本とヨーロッパは違っ

て，それも正反対になっているという思い入れから，逆さのイメージが登場したりする。

そのためにフロイス(FroiS,Luis)は日本の女性の方が，ヨーロッパ女性より進んでいると

まで書いている。

「ヨーロッパの女性は夫の許しがなければ外出しない。しかし日本女性は夫に報告しな

いで好きなところに自由に行く」。

「ヨーロッパでは女性が文字を書くなどというのは普通ではない。ところが日本の貴族階

級の女性は，それができなければ恥だとみなされる｣6)。

1586年

同じような日本礼賛はヴァリニャーノ(Valignano,Asessandro)の日本巡察記にも読む

ことができる。

「人々はいずれも色白〈，きわめて礼儀正しい。一般庶民や労働者でも，この社会では

驚嘆すべき礼節をもって上品に育てられ，あたかも宮廷の使用人のように見受けられる。

この点においては，東洋の他の諸民族のみならず，我等ヨーロッパ人よりも優れている。

国民は有能で,秀でた理解力を有し，子供達は我等の学問や規律をすべてよく学びとり，

ヨーロッパの子供達よりもはるかに容易に，かつ短期間に我等の言葉で読み書きすること

を覚える。また下層の人々の間にも，我等ヨーロッパ人の間に見受けられる粗暴や無能力

ということがなく，一般にみな優れた理解力を有し，上品に育てられ，仕事に熟達してい

る」｡7）

ここには日本人が白人と同じく皮層が白いことについても言及される。

1616年

これら宗教家が日本について語るとき，日本を美化する衝動が彼らにはあった。しかし

ポルトガルの商人や，オランダ人の商人の場合，そのような必要性がないのは当然で，そ

れと共にこれまでとは違った日本女性像が出てくるのである。

長崎出島に到来する西洋人は配偶者を連れてくることが許されなかった。その代わりに

単身赴任の者には現地妻が斡旋されたのである。このことに関してフイレンツェの商人，

カルレッテイ(Carletti,Francesco)は次のように報告している。

「これらのポルトガル人たちが上陸して居住区に落ち着くやいなや，日本人の仲介男が

やってきて女の交渉を始めた。在留期間を通じて，あるいは月割り，日割り，ときには時

間割で契約が結ばれ，代金が支払われた。［．．…･…]私カゴポルトガル人たちから聞いたとこ

ろによると，すべては彼ら側の思いのままに，ごく些少の金額の支出によって決定された。

彼らはしばしば三，四スクディの代償に十四歳か十五歳の美しい少女をわがものとし
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［………]不要になったとき追い返す以外にいかなる責任も負わない。［………]極端に言

えば，この国は他のいかなる国よりも便利なセックスの充足の利便と，それ以外のあらゆ

る悪徳のための便宜を提供する。その点で世界のどの国も及ばない｣8)。

1625年

オーストリアの船長フェルンベルガース(Fernbergers,ChristophCarlvonEgenberg)

の日記には次のようなことが書かれている。

「彼ら［西洋人］の妻は非常に肌が白く，髪を上品に，かつエロチックに振りかざして

いた｣9)｡

1649年

ニュートンも絶賛した地理学者ヴァレニーウス(Varenius,Bernhard)は「日本国につい

ての記述』の中で，日本女性について多くの章を割いている。その中には例えば，女性の

結婚と生活の状況，売春制度と不貞，女性の貞節と差恥心が取り扱われる。またカルレッ

テイのように，日本は男性天国で，時間決めの現地妻を調達できることに言及している。

さらに既婚の日本女性については以下のように描写している。

「とりわけ妻は，身分が高かろうと卑しかろうと，特別な可愛らしさ，尊敬，服従によっ

て，夫に気に入られるようにしており，また夫の顔色から，気分を読みとる能力がある｣'0)。

ヴァレニーウスはさらに日本女性が公的な生活から隔離されて’管理下に置かれ，浮気

の噂でも立てられたら，死で償わなければならず，女性は男性に奉仕し，子供を生む存在

で，政治的なことに口をはさむこと慎まなければならないと，書き続けている。

1658年

インドとセイロンまでは訪れているが，自らは日本には来たことがないブラウンシュ

ヴァイク出身の貴族，マンデルスロ(Mandelslo,JohannAlbrechtvon)は，他の人が書い

た書物に依拠して，東洋の旅行記を書いている。その中で，日本の「妻は正直で，夫に対

して貞節である｣'')と述べている。

1669年

フランチスキ(Francisci,Erasmum)自身も一度も日本に来たことがないが，江戸の初期

におけるオランダ人の役割について書いている。その中で，オランダ人が出島に入港する

とすぐ･に同棲相手を世話してくれることを詳しく記している。彼の記述もベルギー人でオ

ランダの商船の料理人見習いをし，後に平戸のオランダ商館の最下級職員となり，後に大

使の通訳として江戸の旅行につき従ったカロン(Caron,FranCois)'2)に基づいている。

「ある人が，それはオランダ人なのだが，街道を旅行していると，昼食であれ，夜にひ

と休みしたり，食事をとったり，泊まったりしても，絶えず女が，いわゆる女奴隷が待ち

かまえている。通訳官はそれから上官に，そこで待ちかまえているいる，美しい絹のスカー

ト［着物のことか］を着た女の中で，だれと一晩を過ごしたいかを尋ねる。この女は実に
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快適に役立つものだ。この汚れており，かつ深く根付いている悪習によって，到着するや

いなや，船の上官たちはすぐ･さま，宿の主人や住居を世話をしている者から，いつも側に

いてくれる売春婦，あるいは内縁の妻は要らないかと話しかけられる。それじゃ女をよこ

してくれと言うと，すぐ･さま結婚条件が提示される。売春婦には一日3ないし4から6ス

テューバ[昔のオランダの少額貨幣]，着物代としては20ないし25から30グルデン金貨の値

の絹のスカートを一，二枚，それに木綿のスカートを一，二枚，上品で薄い，鹿皮の靴を

数足，両親もしくは主人に10，15，ないし30グルデン。オランダ人が食事を一度提供する

と，女はその日のうちに彼の花婿になる。彼が出航すると，すぐに日本人の男が現れて，

貯めた財産目当てにその女と結婚するのである｣'3)。

1692年

ドイツ人でありながら,オランダの東インド会社に入ったマイステルン(Meistern,Geor-

ge)は大使に同行して江戸に参上した。彼の書いた，東洋全般にわたる著書，『東洋･インド

の芸術の園と快楽の園』の中で日本にも触れている。その中で日本女性については，背は

低く，色白で，目が細いことに続けて次のように書いている。

「それ以外の点では，彼女たちは非常に親切で，貞節で，言葉少ない。したがって，神

と温暖な気候によって造られたそんなにも美しい人々が，異教の地に生きており，またこ

れが一番残念なことなのだが,偶像崇拝という盲目のうちに死ななければならないことは，

残念である｣'4)。

ここでは宣教師の理想化した日本像と，ポルトガル人やオランダ人のもつ女性像が交差

している。

1701年

カルレッテイの『世界旅行』は死後に発行された。記述の内容は別のところで引用した

のと同じであるが，ここではもっと詳しく，しかも男性にとっての「天国」という言葉も

見られるので，訳出しておく。またこの著書の中で，日本女性が非常に美しく，皮層の色

がかなり白いことにも言及されている。

「彼ら［娘の斡旋屋］は船員たちの滞在期間中に住んでいる家々を訪ねる。そして処女

の娘の体を買う，もしくはもっと気に入る他の形態でそれを手に入れる気はないかと尋ね

られる。さらにどれほどの期間，娘を必要とするか尋ねられる。全滞在期間なのか，それ

とも数晩，それとも数日，それとも数月，それとも数時間。それからその期間にしたがっ

て契約が彼らと結ばれる。［………］

ポルトガル人の多くはこのような天国で，それもそれほどお金がかからない天国なので

ある力ざ，快適な暮らしをしていた。彼らに，処女であるだけでなく，その上とても美人で，

それもわずか3ないし4スクードしかかからない，14から15歳の娘が提供されることも希

ではない。取り決めた期間中は，彼らは娘たちを自由にできるのである。買い手は娘たち
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スコットランドの詩人で，西インドで船医として勤務していたスモレット(Smollett,

TobiasGeorge)はその著『世界の現在の状況』で日本の女性の立場について次のように書

いている。

「結婚すると妻は自分の家庭に縛り付けられる。そこからは外に出るのは非常に困難で

ある。一年に一度の例外は，親もとの法事である。男性の顔を見ることは許されない。ご

く近い親戚の男性は例外かもしれないが，これもできるだけ控えなければならない。中国

でも，また東アジアの他の国でも同様であるが，彼女たちには一切の権限が与えられてい

ない。彼女たちは両親や親戚から夫に買い取られたのである。花婿は，花嫁が結婚式場か

ら自分の家に連れてこられて初めて顔を見るというのがごく普通である。［………]もしも

誰か他の男性と話しているところを見られたり，誰かを家の中に入れたりして，夫に少な

くとも嫉妬の感情を湧き起こさせたりしたら，夫は妻に死か，死と同様の罰を与える｣20)。

1775年

難波してイルクーツクに連れたこられた日本人船員を中心として，日本語学校が設立さ

れた。この学校から，最初の露日辞典が出されるのである。たまたまドイツ人でシベリア

を探検し，その地に留まっていた時に，日本語を教えている日本人に出合い，彼らから日

本に関する情報収集したケオルギ(Georgi,GottliebJohann)は紀行記の中で日本にも言及

している。

「どの法律も一夫多妻を禁止していないが，一夫多妻は希である。妾を夫は完全に隠し

ておかなければならない。なぜなら夫の留守中に正妻が妾にたいして厳しい制裁を加える

からである。女性は中国のように閉じこめられることはなく，自由に外出する。未婚の男

性だけが大手を振って公認の遊女街に出入りできる｣2')。

この内容は先の内容とは矛盾するが，先の記述には日本と他のアジア国々を区別しない

見方が現れている。

1777－79年

前述のケンフ°アーは東インド会社の長崎オランダ商館に勤務のドイツ人医師で，1660年

9月24日から1662年10月31日まで日本に滞在し，1716年に死亡した。彼の主著『日本の歴

史と記述』は1777-1779年に発表される。死後六十年以上も経ってからである。この二巻

ものの大著は日本を学術調査の対象として書かれたこれまでもっとも信頼に足りる書物で

ある。このような学問的な取り組み方は，後の時代のジーボルト(Siebold,PhilippFranz)

に受け継がれることになる。ケンプァーは日本の地理，政治体制，宗教，民衆，植物学，

動物学，医学などを鋭く観察し，学術的な几帳面さで記述している。そのために後世の日

本人にとっても，江戸時代を知るための第一級の資料となっている。彼の日本観は非常に

ポジティブな面とネガテイブな面が混然としている。例えば，日本の反キリスト教的な姿

勢を高く評価しており，日本の鎖国を南ヨーロッパの支配から守るための手段であると肯
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と思われる。ジーボルトは1823年から1829年まで長崎に滞在し，前にも後にも唯一，例外

的に，出島ではなく，長崎に住むことを許された。これは西洋医学の権威としての彼の特

権的な立場による。1832年に大著『日本』，1833-51年には『日本動物事典』，1835-70年

には『日本植物事典』を現し，また日本の近代医学の発展に尽くした。彼も現地妻を持ち，

子供までもうけたが，日本の地図を手に入れようとしたのが発覚して国外追放になった。

妻と娘を置き去りにして本国に戻って，しばらくして同国人と結婚している。

第三章日本女性のイメージの歴史

江戸末期から現代まで

江戸の末期に鎖国を解いた日本は,世界に知られることになり，一種の日本ブーム，ジャ

ポニズムが起こる。しかし日本にたいするエキゾチシズム以上には出なかった。その中で，

日本女性の長崎の「名声は｣，世界全体に広がることになる。

1881年

日本が鎖国を解いて，外国人が数多く訪れることになる。「そのような旅行者の一人

-1870年代に世界周遊の途次，日本に立ち寄ったボーボワール伯爵は，男女混浴の『美風』

に樽たれ，『日本では，人間は白昼を大手を振って生きている。作法にかなっているかはど

うかは，問題にならない。そこには天国の無垢がある。西洋文明に毒される以前の世界だ。

日本ではアダムとイブそのままの服装で立ち歩いて，恥じることがない』と感激してい

る」24)。

ボーボワール(Beauvoir,ComtedeLudovic)に先立つ一世紀前に，フランスの哲学者

デイデロ(Diderot,Denis)はタヒチ島の女性を，フランスの世界探検家ブーケンヴイル

(Bougainville,Louis-AntoineComtede)はメラネシアの女性を，また今世紀初頭には，フ

ランスの画家ゴーギャン(Gauguin,Paul)がタヒチ島の女性を理想化した。自然で無垢で，

文明に毒されていない女性美を高く評価する，エリートの審美観の背後に，相手に差恥心

も性モラルもないとする，ヨーロッパ中心主義の男性観が隠れている。この南洋の理想化

と日本の理想化は一脈通じるものがある。

1887年

フランスの海軍仕官ヴィオー(Viaud,Louis-Marie-Julien)は，ペンネームをロチ(Loti,

Pierre)という。1885年に練習艦トリオンファント号の艦長として五ヶ月間日本に滞在す

る。その間に一ヶ月ほど長崎で十八歳の日本娘を金で購い，同棲生活を営む。この体験に

基づいて『お菊さん』を書く。これはヨーロッパで空前のベストセラーになる。世界各国

に『お菊さん』の二番煎じの作品が生まれることになる。アメリカでは，長崎に滞在した

姉の体験をもとに，ロングは『蝶々夫人』（1897年）を発表。『蝶々夫人』はアメリカで大
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いると断って，その一例として，ボンド・ガールに抜てきされて，国際的スターになった

浜三枝のビキニ姿の写真を載せている。そしてさらに，日本女性の五人のうち，四人まで

は白人男性に興味を持っていると断定している。ただ，そのうちの二人は「しつけの厳し

さ」のゆえにそれを表に出せないでいる。残りの積極的な二人は，白人男性の中でも特に

ドイツ人を好むのだとしている。そして日本女性の中にマダム・バタフライを見ようとす

る。

「日本女性の魅力は母性愛，忍耐強さ，謙虚さにある。彼女は男が完全に自分のもので

ある限り，男のために身を捧げる｣。

これ以降も日本女性，イコール，マダム・バタフライという固定観念はなくなりはしな

いし，日本女性に対する関心はなくなりはしない。しかし，日本の経済が70年代から80年

代にかけて欧米を脅かすようになってからは,経済摩擦としての観点から，日本女性をセッ

クスの対象とするよりも，日本女性が社会的に抑圧されていることを，ソーシャルダンピ

ングの一例として見る見方が増えてきている｡つまり日本女性も男性と同じ賃金を受取り，

国がもっと社会的コストを担えば，つまり欧米と同じ負担を背負い，同じルールで貿易を

行えば，日本の経済進出の脅威はなくなるのだと言うわけだ。このような背景から，日本

女性についてこれまで言われてきた，ロマンテックなイメージは，非人間的な状態に置か

れている女奴隷に取って代わる。日本女性のイメージはいきおいネガティブなものになら

ざるを得ない。

1978年

この年の3月7日付けの日経新聞によれば，フランスの共産党書記長，マルシェ(Mar-

chais,Georges)は日本旅行の後に「日本女性は今なお女奴隷なり」言ったとされる。もっ

ともこの批評は経済摩擦下ではスタンダードな批評の一つである。

1980年

1873年から日本研究に取り組み，東京に本部を置く「東アジアにおける博物及び民族学

のドイツ研究所」(DeutscheGesellschaftfiirNatur-undV61kerkundeOstasiens),略し

てOAGは，これまでに日独文化交流のために多大な寄与を行ってきた。そして研究結果

を数多くの書物の形で世に送り出してきた。その中の一つにOAGシリーズがある。その

中の現代日本の第一巻では奇しくも日本女性がテーマに取り上げられた｡それもずばり『女

性』と題した分厚い本の中で，ヘロルト(Herold,Renate)は『経口避妊薬を伴わない愛，日

本流の性生活』という論文を寄稿している。その中で，妻は「専業主婦というケットー」

に縛り付けられており，女性一般のセックスは抑圧されていると書いている。それに続け

て次のような文章にでくわすことになる。

「日本女性はセックスにほとんど関心がないという私の記述はひょっとして，自らの体

験からそんなことはないと判断する，外人男性読者の批判を受けるかも知れない。しかし
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その際に考えて頂きたいのは，外人男性は日本では特別な地位を持っており，それゆえ，

外人男性に対しては違った反応がなされている点である。とりわけ日本の閉鎖社会で外人

と関係をもつことは，治外法権みたいなもので，普通の社会的制裁をしようにも制限を受

けている。有色人種に対する優越感，白人種の欧米人にたいする劣等コンプレックスのお

かげで，日本女性にとって西洋の男性と関係をもつことは，う。レステイージを高めること

になる。日本人男性の多くはそのような関係を複雑な眼差しで見ているが，外人のボーイ

フレンドをもつことは若い女性の間では，シックとみなされている。それは外国映画や，

少女コミックの影響と思われる。それはそうと，西洋人男性は，客観的にみて，平均的な

日本人男性に比べて，女性を喜ばすマナーをもっており，女性に対して固定的な役割を期

待することは少ない。間違いのないことだが，これらは，彼らが日本女性に人気があるこ

とのフアクターである｣32)。

もっとも，受け身で，従順で｢世界最高の女」というイメージがなくなった訳ではない。

このような出口のない状況から日本女性を連れ出す白馬にまたがった騎士が西洋人とい

うわけだ。自分たちをよりよい恋人と規定する考えから，彼らの頭の片隅にマダム・バタ

フライのイメージがあることがわかる。

1981年

次ぎに紹介するのは，ドイツの最も高級な週刊新聞，ツァイト紙(DieZeit)に載った記事

で，これは後に単行本になったものである。『日本レポート』と題する本の中でグルーネン

ベルク(Grunenberg,Nina)は，まず社会福祉行政のレベルの低さについてつぎのように書

いている。

「われわれの福祉国家で社会的正義という考え方の中で育った，正直なドイツ人にとっ

て,世界を改革しようとして国を後にし，日本にくると，状況のひどさのために病気になっ

てしまいそうだ。人間が，そんな状況を改変することなく，受け入れてしまうことがドイ

ツ人には理解できないからである｣。

彼女はそれから女性問題に話を移す。

「しかしこれより以上にドイツ人をがっくりさせる問題があるとすれば，それは日本社

会における女性の地位である。日本女性がドイツ人の前にひざまずき，挨拶をするために

額を床にこすりつけるのを初めて見るやいなや，後遺症として残るほどのショックを感じ

る。日本人男性がそのことを容認しているばかりか，彼らには道徳的憤りの念が欠如して

いることで，ドイツ人はなおさらこの状況をみて心が痛むのである｣33)。

一体どんな日本女性を観察してこんな結論を下しているのか知りたいものである。
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